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8 金融織聞

本町(マオヤニ)に店舗を有した金融融関とし

ては、明治後半の仙法志信用情売組合、昭和初期

の公益由度、殖産踊壷代理店(旧自比宅、現藤井

幸男氏宅)がちった。

その他は北梅道担行鬼脇支店からの出強宮諜や

小崎百十三蝿行鬼脇出彊所、 Jti毎道拓殖曲行、稚

内信用組合帯撤聾賢金提供などがあ勺たようだが

詳細は不明である。類担のものとしては頼母子講、

知曲などがあり価人的に水産仲買人もその機胞を

もっていた。

稚内信用金邸仙陸志支店

戦能にはって漁業経慣の住民の地属経師活動に

大きな昨曹を与えたのは、稚内信用組合の利尻島

への進出であった。昭和田年 4 月になって宮難地

織の鉱大を11 り、その名称も雄内信用金胤と1Itil!

した.そして、昭和田年 5 月に語形支店仙陸士、出

張所を旧日比宅を借りて営聾を開始したo ?!<で、

昭和21年連絡所と忽り、昭和四年11月に店舗を移

転改装して、仙怯志貰店に昇格させた.店員 5 名

の規棋であった。当地白漁業経済活動に大きな器

唖を与えた事は事実であゥた悶

当時は椛漁が賑わいを見せ、 40年代にかけての

スケゾ漁の盛んになる昭和34年 8月に新店舗を新

築高成した。しかも、激も次第に不掻になり当地

産聾由韓米を見込み、昭和4肘手 10月に官形支店に

統合され、!日中島宅での出強宮聾を行う規犠に縮

小された.その桂、沓)f-~支店は利尻支店と政称さ

れ、仙法志へは利尻支店から白得意先出向宮曜が

行われている。

9. ;山注意郵恒局

郵植田の始まりは明治 21 年 8 月に仙法志開拓の

文といわれた伊藤米八民の子、磯八民が初めて自

宅に地峨住民の世を計らうため郵恒切手克捌所を

設けたのに拍まる。その後。岡 32 年12 月に郵僅畳

配所となり、岡田年 3 月四日に公昔、三等郵便局と

なった.また、同年 12 月に電信事轄を開始し、問

42 年 3 月に現在の石倉氏宅地に局舎を移転新築さ

せた。続いて、同 45 年 1 月に電話事硝を始め、大

正元年電話が設置された.各戸に喧話が架設され

たのは昭和 5 年 2 月で、郵姐局に始めて'5l'換台が

設置された。製設の範囲は局舎を中心にして車西

2 旭で、間崎ホッケ潤から政泊までであヲた。架

設加入量生は憧かならのであった。昭和 51 年 7 月の

喧話自動化によって、{山法志前に無人機器室が設

けられたことによって、郵硬局の竃話事輔が合理

イじされ職員が 9 名とはるとともに、電報も委託配

達に変わった。さらに、昭和 41 年 8 月に鹿止され

た岳用金陣支店の店舗を買収し改築して現在に

至っている。

歴代郵匝局長

田代伊藤破叫創設時より

二代宍戸時徳明治の末期頃

三代石倉良二大正 4年 6 月から

回代石倉喜七不明

五代石倉寅失昭和 30 年12 月から現在

昭和 '0 年代から貯蓄量務に小口貸付制度( 口

30 万円)が施され、時世盟務として貰付制肢がで

きて小範周ながら金融を取扱っている。これは全

国を閉躍する電算化となっている。郵便小包も大

口化とともに郵便箪による畠戸からの集荷を行う

よフに Pょった。

10 治安と医療

111 巡査駐在所

鬼脇分署 ;~I 法志巡査駐在所の設置は明拍四年頃

と考えられ、現在の車町にあった。独立庁舎は明

拍剖年早々に新築され、当時の迎査は相川岩太郎

であった。明治 40 年になってから駐在所は 1日仙法

志支所前に移転した。買に場所を移転し現在地に

なったのは昭和田年の睦雄所の移転新築後のこと

である。建物由老朽化も甚だしく、昭和四年 11 月、

岡田年 8 月 25 日にそれぞれ直聾された。大正 15 年

6 月に鬼脇分暑が笹祭壇に昇枯したが、昭和 17 年

H月に稚内警察署に統合された.局四年 7 月 1 日
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北海道警轄となり、岡田年 9 月、利尻町田提足に

より官陪審車官駐在所由直接の官棺となり仙桂志

帯器官駐在所に変更されたa

明治から戦前に至るまでの警察事情は他村のよ

うな密売婦の取締りについての話は余り聞かない

が、 lEtしゃ宝引きによる時惇や閥人に対する金の

ゆすり、たかりの横行、記婦に残らないような事

件の取締りなどがあった。賭博は冬期間にいたる

ところで行われ、繰り返し瞥祭の手入れや鬼品本

署へ連行される者数知れずという程であったと L 、

われている.しかしはがら、警察官も樺々で住民

との融和を図る者、取締りの雌しい者、中間的な

立場をとった者などがいた。 'I襲われる普謀、好

かれる聾畢J とは何を意味するのかである。

大正中旬l白描馬大会の開催は時博心理の畳れと

いえないこともない。警察官のなかには退職して

世場織員や鬼脇村長になった者がいる。 1

121仙法志E会療所

隣村は迫く未だ道路もなく甚だ不揮を極めてい

た時代であったから、病気息者が発生しでもは輸

訟を受けることが不可能であった。世qて、絶域

住民の容晶なる畳器の匝を図るために分割木村に

戸長世場の設置と同時に、仙佳志村語症所を開設

したのが明治田年 7 月で、初代の医師は平野直頼

民であった。当初Jの所在地は巡査駐在所の付近に

あり時時を博していたといわれている。

明治43年11月、医師堀江東馬氏の時代に現在の

警察官駐在所の隣り(山側〉に移転新車された。

その後、昭和田年に至るまでの50年間に 13名の医

師の史哲があり、一時期には助手の医師も岩手し

たこともあった。 {tIl法志診車所は昭和34年 4 月に

現在の公民館が経つ場所に建設され、同35$ 4 月

から誼沼室之助を所長として診療を開始した。こ

れは正式に利尻町国民健康保畦組合仙法志酷鹿所

と称 L、現在までとは車態を異にしたもDである。

器時所がII!設された土地は古くは伊蕗漁場番屋か

ら合同漁描会祉事務所、そして語録所、さらに公

民館と建物が建てられてきた。誼辺医師は昭和 38

2手 9 月に追任 L、同39年 11月、!日宗谷村から山口

時夫匿師が菅任 L問55年病気で死去するまで器療

を続けた。その桂、着任の医師がなく、皆様所は

閉鎖され、時員も島内田診療所、病院へと各々転

勤した。闘車医としては大正初期と昭和初期に闇

禅、控辺、木庭の各医師が短期間ながら現在の武
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田鹿店白地で酷療していたといわれている。

13刷法志歯科監療所

戦後、学校道路拍いの民家を借用して目黒氏が

昭和 35年頃まで防車匿として歯科普僚にあたって

いた。その龍、 5-6 年聞は歯科医師が空白とな

り住民自要望により沓Ifiの歯科器療所から過 2 臣l

町出張器揮が昭和 421 芋から開始された。場所は現

在の理壁所の聞である。歯科医師は三輪侍久氏で

ある。平成 2 年 9 月、利尻歯科仙法志診療所が新

語落成し、週 3 回の出曜睦績が行われている。場

所は本町申道路虹帽工事完了によって町に買収さ

れ空き地となった旧宝連盟袋店跡地である。

刊行政相艦

現本町の名称は既に報告した通りである。白地居

は 村の官公庁の各施設庁舎とそれに関係する

人々が住む聾躍で漁村者は他地場に比べると少な

い。従って、この集落は規模も大きく職種もまた

多く、仙法志地域の行政の中心地として今日に

至っている。しかし、それだけ関梧者が多く不明

な点も多い。本町地区に公民館、{山法志神社があ

ること b ら、自拍会独自の会館や神社をもってい

ずn、@

111 自泊会世長

歴代の部長、区長、自治会長、部語桂昌名簿は

韮の通りである。

・現在世員名簿

本町第一自治会

会 長茶谷正桜木材販完輩

第一班長佐孝友一漁業(漁組)

第二理長佐孝車三漁業

第三班長砂田弥二郎

第四旺長五ノ治容吉漁提

第五班長工藤 勉漁揖

第六班長海老名孝之仙桂志中学校教員

第七班長佐直 揖吉田産業

会 計石垣純一仙桂志郵亜局

本町第二自治会

会 長出;; 'jJfrJ 哲三荒物商

第一班長長谷川チエ旅館 1駐

車二班長高措道三漁業

第三班長沢田 治漁業

第四班長高描道治曲推

第五班長古川有怯憎侶
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描六車星中島誼子老人福祉型

第七直長支払す柿新一利民町役場

監 察瞳家晴夫水産加工遣

会 計工蕊 玲僧田

ω公援者

当地区から理由された公・医者民名は次の通りで

ある.

制輯代人

伊織米八(明拍24年の一年間}、真Ilil亀吉{明

泊四年、悶28年のそれぞれ一年間〉桓口唐次郎(明

治26年の一年間}、伊藤磯八{明情27年、佳明拍

35年 3 月 318 までの 7 年間}

・明治35年 4 月 l 日仙桂志村剛村

(ロ]旧仙法志村会描員

西田植位郎(明拍35年度-36年度まで、水産物

仲盟商 大阪出身)、平野良松(明抽出年度-3

1016 年間橡業)、築山謙太郎(明桔35年-1 期

2年間雑貨商大臣出身〕、小野一郎(明治37

年~同39盗事 11月まで飲料店紋田県出身}、三

上時一郎〈明捨四年11月~同42年度、呉服商、槌

賀県出身〉、砂田弥一郎〈明拍41年度、向45年度

~田和25年まで、速道章、量媛県出身】、西尾正

吉〈明拾41年度-1 期 2年間商聾大医出身}、

陸盈亀吉(明拍43年度-1 期 2年間商量大阪

出身)、伊厳蔵八【明治相年度- 810116年間陣

定置量管滋県出身}、上田石睦{大正15'手IJ{­

2 嗣 4 年間水産物仲買商大匝出身)伊蟻内置

之助(昭和 3 年度-1 期 4年間漁業青森県出

身)、西尾喜太郎昭和 7年度~昭和 9 年 6 Jl

間盟大臣出身)、小中新古(昭和 9年 6 月 -1

年間漁業富山県出身〕、中島五三昭和 7年

度~昭和14~F 8 月料理店石川県出身}、石倉

良ニ昭和11年度-1 期 4年間郵匝局富山県

出身}、井田鹿之助〈昭和11年度~同 12年11月

応召、昭和22年 4 月 -1 湖、昭和36年 4 月~同37

年 10月 調聾福井県出身)、能量岨太郎〈昭和

11年度~両日年11月応召昭和15年 4 月~同22

年 1 月戦争責任で辞職商業軍人大阪府出

身}、西田蝿三郎昭和 13年 1 月~同 14年 4 月

水置物仲買人大阪府出身)、富辺伊佐男(昭和

田年 4 月~周32年 5 月、昭和36年~同計年10月

商人富山県出身}、中川原姶三〈昭和22年 4 月

~岡田年 9 月呉服商謹賀県出身〉、胸弁島麗

昭和22年 4 月~同36年 5Jl ill 車背蕊県出身〉、

代 氏名 砥径年月 日

初 到隆 畳一 明治お年 411- 明治 3訴事 81110 日

2 三上吟郎 明治 3. 軍事 8IUIS- 大正 II 年 7 Jl 6 日

3I lJi図健次郎 大正II写 7JI7 白~昭和 1訴事 12 月初日

4 酉殴繍三郎 昭和"年抱月218-昭和21年 12月 31日

S 中川原裕二 昭和22写 U118-昭和四年12J'Ul 日

6 石倉喜七 昭和24写 IJI1 自~昭和田年 12 月 '18

T 井図鹿之助 昭狗お写 I JII 目~昭和暗年 12 月 18

S 中島 Itー 昭和33写 1 JII 日~昭和 33 年 12ft318

9 不明 昭如34年 1 月 18-昭和，7<手12月 31 日

10 井田鹿之助 同狗 38{ f. IitIa-昭和同年 1 月 228

茶谷正幌H 附陶"昨』月四回~現在
II

長谷川舵泌コ 開釦"年 1 月 23 日~平成年

12 出ッiJi il ニ 平成年 1 月 1 日~且在

表 1 康代総長区長自治会畏

違昭和"年 1 月から本町にニつの自治会に分割したが、

自治会長は商自治会長を嬢務していた.

後寝名 氏名 a・ 要

会 E長 否問線三郎 本産物件買業

総書館長 石倉喜七 仙盆志廊便島長

激化・ 81 蔓 '"鍵井武酒食 似品志神社神主

定案鐙策 .1 長 加泌事 副島実 仲買業

警防書事長 長谷川与否 線鏑案、民生軍民

衛生部長 駒井重蔵 護剤師

機材防火.長 INII 伝次郎 漁業

急u監事公館長 沢岡京総 後仙捗占消防団長

経理総長 'lJ降級之助 県般向

第 班長 1!f胤良育 後に掬巨利益'Ii員

1Ilニ庖長 安宅1!f七 商店

第ー班長 古谷久吉 ‘業所

第四班長 内海阻之助 議集

第五車長 常鍾弁武敏 後に選穆管理書員

第六程 II 板元留蔵 商店

第七忠良 胸井島蔵 後村並に町会祖員

第八班長 水谷常太郎 商店

第九磁長 決図震絵 造業

11 1+褒!l よ図致太郎 6裏付金鼠員、仲買業

第十一穂長 野本音 3・ 治家後凪旭1\良

表 2 Ii山迭'"錫窓会役員名簿昭和何年 2 月 18 現在
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沢関米松〈昭和22写 4 月~同25~ド 4 月激聾}、

竹閲曹庫〈昭和22年 4 月~問24年 5月 {昔侶}、

大畠虎改陣【昭和26年 4 月~問32"5 月 櫓重

石川県出身)上国政太郎{昭和30'l'-同32年 5 月

水塵噛仲盟商大匝市出身)、原崎竹市〈昭和

36年10月~現睡商量富山県出身〉、岡山高

昭和49勾 10月~現駿商重石川県出身〉

帥方面霊員・民生霊員

石窟良ニ(昭租 7 年~昭和11写〉、遺轟寓拍〈昭

和12'手~昭和拍年12月)、上聞きょ(昭和12年~

昭和22年〉、長谷川与吾{昭如23年~昭和田年〉

中島八置(昭和田年~昭和34年〉、常縛井良敏{昭

和28年~昭和43年}、野本タキ(昭和田変革~昭和

34季五)、土田義男〈昭和43年~昭和55'目、高舗

道司〈昭和43年~昭和46年)、工藤良子(昭和46

年~現職〉、上木律子{昭和55年~昭和田年)五

ノ拍政江〈昭和61年~昭和制年〉

同制尻町社会福訟協櫨会軒圃員

工織冷員、沢田ひとえ、茶苔正綾、三盃良勝(平

成 4 年~現瞳}

梢学務畢員・象育委員

石丸官王(明拍33年~明詰36年}、佐字五作{鴨

治33年~明捨四年}、掴貨車古(明拍36年~明拍

40年}、上野常三郎(明措40年~大正 e 年}、小

野一郎〈明治41年~明捨時停〉、三上時一郎(明

拍45"-大正 8 年}、後ali悼(大正 S年~大正

9 年)、砂回弥一郎(大正 9 毒事~大正12年)、岡

部副首(大正 9 年~大正12年)、+倉郁{大正12

年~火正14年}、近藤茂(大正15年~昭和 3 年)

対馬蝿六(昭和 4 年~昭和7l向、上回石松(昭

和 5'事~昭和 7 年〕、小中新古(昭和 S 年~昭和

i肘判、描銭定平(昭和 7年~昭和四年)、石倉

血ニ{昭和10年~昭和 13年〉、列:印蝿之助(昭和

同年、昭和2'年~昭和35年〉、支部純一〈昭和13

年~昭和11年}、能畳飽太郎(昭和同年}、竹村

材陣陵〈昭和11年~昭如四年}、縁組一太〈昭和19

年~昭如22年》、工藤淳亮(昭和2'年~昭和田偉

大島虎次郎{昭和田年~昭和31l日、砂田昨二郎

(昭和田年~昭和42年)、石倉寅夫(昭和43年~

平成 4 明、工重量浄真(昭和田年~現瞳〉

村社会敏膏聾員

中村治(昭和29'手~不務〉、武田量作{昭和四

年~昭和31年〉、中島八重{昭和四年~不群)、

上回キヌ(昭和四年~不詳〉、長谷川キクエ(昭
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和四年~悶和 31王手〉、小韓拘憲政郎〈昭和 31年~昭

和39!f')、武面構成〈昭和 31年~昭和四年}、三ヶ

尻島子〈昭隔 3li手~昭和 33年〉、江議運【昭和 31

2手~昭和拍年〉、佐轟光吉{昭和 32年~昭和泊三事}、

中川原操{沼和 32年~昭和 4"手)、古 III善行(昭

和3'年~昭和 H年}、安斉楕輔(昭和四年~昭和

45年)、能景礼文{昭和 43年~昭和四年〉、桂山

韮腸(昭和村年度~昭和 48年)、石壇純一(昭和

44年度~昭和 48年)、主捕縄 k量{紹和 45年度~昭

和却年〉、砂田草子(紹和 48年度~現職〕、工寵

浄真(昭和柑年度~昭和田年}、沢田桔{昭和 50

年度~昭和 52年}、正部 III 晃巴{昭和 501手度~昭

和52年}、井凹鹿之助{昭和 52年度~昭和田年)、

出ツ所雄三(昭和 52年度~昭和 54年)、中川原智

三(昭和 5肘巳度~昭和 62年)、上木律子(昭和 48

年度~昭和田修〉、中山至孝(昭和 56年度~昭和

62'手}、伊東軍治〈昭和 60年度~昭和田年)、本

間稽ー{平底元年宜~平成 3 年)、堀川七郎(昭

和62年度~昭和 64年〉、中川原潔〈昭和 62年度~

現電車〉、エ E事給〈昭和田年度~現喰}

え五お、昭和 52年度より尭足した制尻町文化賞ス

ポーツ賞選考聾員会委員に正悠 III、砂回、工躍の

茜氏が遭 Eされたが、後にこ申制度は車止された

また、昭和 40年後半から再開年中頃にかけて公民

館饗壇委員会【韓合研修センタ 宮む)があり、

後蕗広作、武田芳朝、悶山困、砂田草子、上木律

子、直谷川総瞳の各圧が適任された.

川和'ill;町情物館協輔会聾 JI

昭和田年に将軍物館開設機進署員会が股けら札、

岡田年に博物館が盟股されると同時に博物館協議

会も設けられた.当地区から週 III された署員は次

の過りである。

中山至孝(昭和田年 4 月 8 臼~昭和 63年 3 月 31

日)、工藤浄揖{沼和田年 4 月 8 日~昭和 61年 S

mlS) 、中川原智王(昭和 55年 4 月 8S--'平成

2 年 3 月 31 日}、小株伸光〈平民 4年 4 月 1 日~

車聴)

間人織鎗瞳書 JI

井田鹿之助(昭和田年~昭和田年}、昼笹川松

雄〈昭和関与~昭和 62修)、工面高浄高(昭和 63年

~現瞳〉

(的選挙管理垂員会聾員

芭田龍三郎〈昭和 21年~昭和 31年)、常盤弁毘

敏〈昭和 21年~昭和 41年)、角玄穂{昭和 21年~
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昭和26会的、木谷精一[昭和29年)、下家揖(昭

和四年~昭和31年)、木村正 (昭和54年~現睡)

(叫消防団».U消防垂員会

消防団は時代によって世置か改組され名称も藍

更されたが、その目的や活動内容には大きな畳は

見られt";1 、。当初の消防組は大正 2 年 3 月 21 日に

およ田石松氏の撞唱によって組輔された宵壮組に

端を艶して生まれたものである。当時のマオヤニ

は第三部として役員が選出されている.

組長鈴木幸三郎、副組長三上崎一郎、第二代組

頭武田輪作の正名が判ゥているが他は質料不足に

より不明である.笹訪問長として、中品伍三(昭

和10年10月~昭和 14年 8 月)、柱孝宜七{昭和H

'f. 8 月~昭和18年)が選出された。

昭和四年後半に戦争体制盤仰の目的もあって、

消防団は部帯金の組織に組み込まれ、都長として

郡高会長の支配下におかれた.当時の消紡部長は、

畏谷川与吾、日比吉之助がいた。戦挫の昭和幻年

8月になって桂の改正により仙桂勤時紡団となり、

木町自桔告は第一分団となった。

団長は、沢田末松(昭和田年 2 月~昭和31年 6

月〉、小川一郎(昭和田年 6 月~昭和四年同月)

で、本部長はIJlJ雌金貞(昭和30年 9 月~昭和33年

11月〉であった。こ昭三名はいずれも直I)図畏から

昇格したものであり、加藤氏は利尻町消防団舟足

時に臣1}1'JJJl<となゥた。

分団長小}II一郎、木谷精一

部長木谷精一、加藤金貞

上犯の各氏は昭和31年の町村合併により、向32

年10月に利尻町消紡咽本部が設置され、 16J33年11

月 15日に岡楠防団を統合し、新世国訣定して発E

し、第四分団となった。

前団長加藤金貞{昭和52年 3 月まで〉

分間長担堰善司(昭和56年 4 月~間同年 3 月}

部長沢田正道、亜塩義司

班長会沢消、佐孝友一、小中利保、野本

収ー郎

上紀の部長、班長は新消防団の発足時であり、

その前後にも静めている。その後は唯長名が芯〈

部長名だけでになっている.

部長佐孝友一、高森了.i'1彦、五ノ拍穆吉、中

村蹟也、原崎保、池端重一

以 kの各氏がおうており、ー脅昔前後しているが

大豊ははい.現在は次の部長である.

第一上木畳紀夫第二択回誠一

昭和22年 8 月より法の世正により泊防委員会が

設けられて、次の彊員が遺征された。

井田由之助(昭和22年~昭和24年)、沢田末松

(昭和田空事~昭和24年、沼和38年~昭和46年)、

駒井島躍(昭和25年~昭和26年)、加藤金貞(昭

和41年~昭和44年〕、塩江檀ニ(昭和45年-8 月

まで)

現在由利尻礼文消防事務組合は昭和48年度より

尭足し、議会議員 3 名を各町が退任している。設

置が議決されたのは昭和45年10月であった.

戦前は現在の警務署の浜側にあった。機組の企

庫を揖棋置場とし、戦後になって現在の佐孝忠雄

氏宅の隣の旧安江呉服店の石蔵を使用した。戦前

は不明であるが、融櫨は桔所にも利用し、時には

背年会館を惜周したといっ固そして、昭和41年11

月に利尻町消防団蕊戚はそれまでの石顧の器具置

場を取り壊し、その跡に新築した。二階に事務所

を構え、職員平野明揖民が常駐した。さらに、消

防署仙晴志分溜研は現在地に沼和55年10月 16 日新

築され、隣接して車に詰所が新設された。

戦能まで、 「火の見やぐらJ は現荘の天理教白

星の空き地にあり、貯水崎もここにあって本町に

三ヶ所あ勺た。思い出として、小川町長時代、当

分団はカルケット分間と呼ばれるように質金がな

く、演劇「白檀五人男J 等の興輩をうったことも

あったという。消防縦習が近〈なると、 「手押し

式ポンプ車J を引っ張る、ホースを連く出す、武

藤常吉、茶甚末雄等機械部三人組は必死の活動掘

りだったといわれている.さはには戦後までの団

長は賢金を持たないと illまら忽い一面もあり、揖

まる場所がない白で、I'JJ畏宅で反省等の祝宴が聞

かれたようである.

伺固定置産評価審査会豊島

松田小在拍(昭和26年から)、塩江措一郎(岡

和田年同月~現職〉

帥公平署員会垂直

砂田弥一郎(昭和26'年 9 月~同32年 9 月)、塩

江瞳二(昭和31年 10月~司45年 8 月〕、木村正ー

(昭和45年12月~同56年 12月)、桂但蓮(昭和57

年 1 月~平成元年 3 月〉、三盃良勝(平成元年 4

月~現職〉

制農業要員会書員

明治の頃より liD怯怠雌金というものがあり、良
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事鼠作、品評金、量酷林駐車等を1Il.Jl内容として

いた.特に、回数期には聾軍、畜産等を奨励して

いたが、鮮掘は不明である.鞍撞由昭和22年 7 月

に盟地法直正によって農地聾員会が設離された.

書員U次の各庄で、本町自治会からは融業種由詞

係で少江い。

砂田弥一郎〈昭和田年から 1 閉間)、野本吉衛

(昭和26<手から 2 年間)、議田勇(昭和32年から)

沢田章松{昭和44年から 3 期間〉

勿}科毘町国民檀康保檀組合

この組合はi日仙桂志時代の昭和17年 9 月に設立

されているが詳細は不明である.町国民世車保健

組合連宮審滋金書員は被保憧者代査と公益代置の

ニ者から'.り、町長が議会の悶置を得て選任して

いる.この自出会からは世の者が選出されている。

茶苔正義(被保障者代査委員〉、石意寅夫(公

益代盟聾員)、沢由来松(世保腕者代世書員)、

土問韓男(現世)

茶益、石倉両委員は25年以上書員としてそ申任

にあヲて表彰されている.

帥保壇司

<P)II原告号、石倉寅夫の両正は長年にわたる保謹

司として藁績が認めらtt.. l量彰されている.なお、

ゆ!II原民は平成元年12月に死去し、石倉民は現在

もその任にあたっている.

刷~J民富町村電軍制用組合

島内各町村は昭和25年に電力地強を目的として

名町村鍾員を以て同組合が創立された.伺度か名

称の寵買がなされ、組贈の運営に困難を極めた。

昭和43盗事にi司組合は現在地に火力発電所を建設

し、悶'7年 6 月 1 臼、北司1に帯官した。

(>1宗谷海区田聖書員会聾負

昭和25'手 8 月に新法による制直により、この聾

聞は漁輩織を有する者申公週に'.勺た.

世原貞吉〈選拳による当週2辞書員)、長吾川与

吾(推蝿による学識者)、持回定勝(昭和田年、

当時一期〉

制その偽

証量堪審議会聾員、証計調査書員、監査署員、明

るい還さ長推進霊員、体貧指導委員、臨健推進聾員

等は箆遣の公唆署員の来任が多L、.輯会議員、教

背番員、社会教育委員直び民生霊員等がそれであ

る.また、町企重体、広場行政組組による企準体

は殆ど町議古語員の場合が多〈江っている.世~

狗家町立略物館写機努"集 i拘3

て、本町自拍金鎚保者の場合は限定されていて極

めて小融伝由で省略する.

12 産業経涜団体酷係

11出l~量志議集共同組合

間組合については年報第10聾掲曹の政拍蝿土誌

で報告しているので、本報告では本町関係分のみ

記述する.

明治四年に伊藤直八氏が鬼脇激車組合から分離

独立させて新たに仙桂志激盟組合を発足させたと

いわれている.

伊織胃八(頭取明治44年頃まで)、民謡川荘

松(野鼠員 明治町年頃より大正年代まで)、長

荘川属議一郎(斡事 大正初期数年間)

(既に発足していた f水産組合J は水産物の品

質向上や共同販売等潟産閥人の剖体と考えられ

る)

研藤正は上妃組合の仙桂志鰯畏として明桔37年

から大正 2 年まで、民苔}I ll!;も年代的に大量が江

いと考えられる.また、謙虚商人町西岡、上回、

西尾、能畳、木村の各氏等は村経簡に力が強かっ

た.組合における本町からの桂昌は次の通りであ

る.

砂田弥一郎(副会長昭和l'年 9 月~昭和四年

組合畏以前は塵事)、小中新吉(組合長昭和四

年の一年潤、昭和同年頃から理事〕、井固定膨{組

合昼、町長退任後の昭和四年 9 月~昭和田年 9

月)、耳谷正義{組合昼、平成 3 年~現駿、昭和

田年から理纂)、山本国吉{専輯理事戦前~昭

和34年頃)、駒井島滋(理事戦車，j.......昭和34年頃}、

野本吉衛(llIl車、昭和26年頃から)、地端重吉(理

事昭和35年頃から)、高構造司(理事、昭和38

年頃 l 制問、以前に監事、期間)、野本昭二〈狸

車、昭和48年頃から 2 期間}、出ツ所増三(現板、

昭和副会手から 4 期、監事、昭和48年から 2 期山下

敏雄【理事、平成 3 年から l 年問、監事、昭和田

年か'" 1 期〕、大島虎世郎(監夢、昭和26年~昭

和制年頃)、橿原直吉(職後~昭和3451'頃〕、内

梅一治(監事不明、昭和34年頃まで、特に重彦事〉、

宝連伊佐到(監準、載後~昭和26年頃)、畠山敬

次郎〈監車醐脂却益李から 1 期〉、沢田桔〈監事、

手続4年~現竃)

昭和泊年当時の桂員は止の通りである.

総合長井固定雄〈昭和田年就任}
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盟 事泡緒重一〈昭和田年就任)

理 恵茶善正義〈昭和語年就任}

理 事高極通司{昭和時五手紙任)

代車韓代茶谷末雄

鶴 代長図控久見、茶番明開、畠山高度吉、

加轟正一、金沢喜代一、車井福蔵

蝿人部長上回キヌ(初代、昭和四年昂足}

制蝿入銀毘駒井ミヨ、中島ハル

貯金韓大島スギ

監 III 車輔ミサオ
錫年臨役員野本昭二、杉田縛邦

官年総長田原清{初代 3 、沢田桔{紹和印

年の 1 期) (昭和前年発足〉

現世の役員はiXの遜りである.

組合長事甚正袋(平庇 3年舵任)

監 穆沢自治(理事究員)

代置韓代高議勝

韓 代墨田芳勝、杉間博邦、国中Jl!治、

土木畳記夫、崎野ー蝉、酷臨靖、

草委困盛男、沢田厳司、崎野正響、

中村草、三橋竜二、/jl轟轟

蝿入部第一宣告都島 町村りき

蝿入館第一副支部長彰田靖子

掴人I!II第二寛容器長 大島りゅう子

掴人絹第二眠寛容事長 鴫野英子

この他に、富裕審査重量、実行蹴告がある.

世}マオャ z轟緯防火組合

事輔所所在地刺尻郡{山桂志'!'マオヤニ轟林

紡火組合(組合長宅〉

役立総可月日 大正 3 年 8 月 4 日

必-It<箇樹三百8lj歩

組合員数 105 人

器具瞳崎の積額及びその数量

鋸十ニ丁、山万八丁、鳶口六丁、艦二一丁、

石油空圏一七個

繍助金及び下記年月日

金盟十四円、大正九年四月十五日

桂昌正名

総会長石童良二、画総合昆紛田与吉、匝

毘地端多吉、田中 8太師、日比韓次、輯弁

車灘、野象八二郎、能畳富吉、木村型経一郎、

毘搭 111 荘桂、砂田弥一臥ゆ晶伍三

書!II高岡障に昭和口年まで聾軒不起で不明であ

る.
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抽桂志脅審議轟$I<防火部

銀民小， )11 得次揮【昭和口年 2 月 1 回選任、昭

和17 写12 月 318 選任、昭和昨年 12 月 31 臼

遭在〉

終聴時より眠揖 20 年代は質料不足で不明である

が、次申桂昌が考えりれる.

仙法志議窓枠量援組合迎合会世員

速合会長、本町組合長小川一郎

本町役員、佳に本町組合員駒井島量

小川金畳却年代で駒井正に産わ勺て昭和 40 年代ま

でと考えられる.現在は次由通りに匂っている.

第一組合員鼠山曲部第二組合畏沢回線一

(31 納税貯蓄組合

昭和 22'~ に鈍足した剃尻明納艶貯蓄組合は納税

貯蓄の円暗を図る均に字本町の戸数が多いことに

より、四ツの11l佐組合に組輔された.当初の単位

組合の誼員を鍋げてみる.

第ー組合

組合員連麗万拍、部組合長笹原真吉 (25

年間で退職 J 、密移轟弁又吉、伊轟岨吉、

監穆宮本正剣

第二組合

級合員加藤正一、部総合員高谷正一、理

事佐童画畿春、監取輔野定五血

第三組合

組合展石書富夫 (25 年開)、総 i組合員駒

井島磁、担当解井田鹿之勃、<1' &1 降、監穆

中島勝三

第四組合

組合盛大晶虎世郎、副組合長上田昌太郎、

煙車車塩末太郎、高谷末雄、監事板井掴

班、平山一郎

以上回役員は胡年代に人うても究且を捕克する

程度で余り5:!l! ，まされていない.

仙法宕朝税貯曹組合 25 年連続完納、組合昆勤

続四年量穏に石倉寅尭民や本町の事組合はそ勿壇

輔がよ〈、数多〈車彰されている.

現在の本町各組合桂員は/)(の鎌にはっている.

第一組合長土 ma 男(第三代田〉

第二組合解散

第三総会長石量買炎〈適合会長〉

第匝組合毘小中鞘保{軍三代田)

曲酷車軸説貯蓄総合員 中III 原曹三



13 文化団体

111 青年団体

(-1)膏枚組並びに青年由

この地埴の青年金由誕生は Idl 法志宇マオヤニ

〈揖三路)に上回石崎民の鍵唱した Idl 怯志背壮組

がある.明拍 44 年に年齢 15 成以上の青年が '0 名、

読書及び剣道そして敢鰹活動を大正 15 年度目年間

予算 3 万円であった.大雷挫盤、火提唱の敬雄活

動は自茸ましく、また、水産資源保護地磁由海中

投石原提の実施など積極的抵活動揖当地において

大きな存在であった。神社に「投石 Ie 企碑 J を越

立した.これが、他桂志消防組設置への機運を高

め提したといわれている.

岨卯 10 年の仙法志背年国の改組に至るまで「官

壮組 J の肱の干に一丸となった組員の到敢な聾が

昆られた.

仙怯志村智壮組制 ft lJl頭上白石松

ニmn Wi 中島伍三

顧問長谷川藤郎氏他多数

昭和 3年当時の組頭上回時代に IIU 浩志神社製に

公開造りそ神主常磐井武四郎氏紅どと相談し、組

旗を立てて長谷川直松、下家普議、世田民組、吉

田島太郎、面野仁吉、耳轟勝この各民得が作章吾

続けたという.また、組頭中島時代の昭和 6 年に

曲漁対策窃提の投石作擁を引き受けた.鉱石場所

は上限量陣周辺白岩石、界凪岩、神社亜の三ヶ所

で}カ月以上 00 月頃)かかり、秋田路の澗のが I' 、

上関家の伸、元村の沖に三半船五聾で世石した.

持融ダイナマイト世は伊藤仁三郎、宮本鶴維の両

氏で、回員伊臨惣吉氏ら多数で十数人 l グルー時プ

で担いだそうである。その時に器のよい 1m 単位

の岩を厩風岩から発見し、記念碑を旭立したのが

昭和 6俸の秋のことである.さらに、この頃に脅

壮絶は七夕祭りになると当時由明函劇場であヲた

常事雌で裁判劇の r継母子いじめ J を演出したこ

ともあった.三等俳恒(許可を得たという}野本

吉伸 p、能畳襲、梅木喜之、茶苔末雄、抽端重二、

上凡市松、内海一拍、駒井盟滋( 2 月 28 死去、

関車)の畠民らで、知 l穆世に茶吾、臨さん役に能

畳民で務引きに八帽信和民の飯やかさであ令たと

伝えられている.現在は全員が死去し、鍛かしま

れる顔植である.

仙法志背 Z草分団団長

初代石倉喜七、ニ代中島高容
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三代内海一拍、四代高描道司

五代択図正道

昭和 10 年 4 月から小学慣に青年学校が酔躍され

本科、予科目 5年間の昭和 20 年昭終聴時まで継続

し、'!Ii務教育も目的とした.明員もまた蹄人会、

女子育専図の防空演習の指導者的立場であった.

青年訓輔大会なども開備され車事一色であった.

(ロ)中央青年同志会

同会は絡戦後の昭和 21 年{月日不明)に背年の

白陶意思によ。て本町の背俸が男子 '8 名、女子 23

名申計 71 名で結成された.背年自身の学習活動、

音楽、出芸等文化活動、地塙行事への積極的協力

事加等自活動を鹿闘し、地域住民の控目を聾めた

らのだった。また、昭和田俸の脅年会館の建設に

はま証祐造成田昌に曲芸岳、揖典脅'J'神神興、昆布

拾い等に協力運動をIii<闘し、神社道路中間西側に

昭和 28 年に四方流れ二階造りで一階 20 坪の新躍し

た.村内各地区に先駆けたものであった.しかし

昭和四年代植学に人令て金員の揖少と怠訟の変化

にとも怒って、活動の拠点である所の会館の維持

が図離となり、港町自治金に揖置した。自桔会も

また維持でIiずに昭和 50 年代桂単に眼鏡 L撤去し

た.次に鹿代会長名を列記する.

初代沢田敬ー (25 年10 月死去退任)

ニ代廊崎竹拍{問 26 年}商量

三代下軍 巧(仙詰ま組合会長〉

四代武藤満成〈仙桂札:迎合会長)曲量

五代蔦騨 騨〈他法志迎合会長〉漁聾

穴代会沢照夫

七代大島正拍(迎合金書犯〉役場職員

戦後の 20 年代の初期には「あけぼの金 j 、 f同

級会」、 「音楽サークル」帯、経蹄文化の晶活動

が目的師会もあった.昭和 4肘手代に入ってから自

弼消極申状況とはり、有名情実となった.従って

背年団体自再舗が叫ばれ、仙法志地区全般にわた

る青年団体 filII 雄志はまなす会」が結成されたの

は、昭如叫年 8 月 8 日ことである.全員監 130 名

で再び青年会は蘇ったが、過酷化による会員の棋

少とI(Q揖者と公輯員との:t:見開瞳が難しく、昭和

印年までに自拙靖滅した.合員相互の親睦と融曹

を目的としていた。

初代会長大島正措役場睡員

二代会長上田紀宏役場職貝

三代会員小中俊蝉仙怯志郵匝局職員

【制ー



王様浄真マオヤ二郷止終くその 2)

次いで、昭和55年頃に結成された「山せの金J

は全員同 6名で殆どが公務員白書加者で、当地峨

では、 2 、 3 名の会員である。最近、名物:を「こ

の指とまれ」に変更し 時期会長に工藤時が就任

した。この他に青年団体では曲組脅年部があるが

経済団体である@また、中川原理氏の会長である

r利尻町商工会青年部J はその趣旨が全く別なも

のである。はまなす会は再建への話し合いを数回

にわたってなされたが畳終的に実らなかった。

12)婦人団体

制鞄前の婦人会

既に報告の集落(部落)と殆ど変わらないが、

この地区は但仙怯志田中心地の世場所在地という

ことからか会の幹部または中心となる人物で婦成

されている。先ず、戦前の婦人会からその役目を

晶げてみる。

国防踊人会

分会長東田卜メ (44 昭和国年から)

副分会長石倉のぷ(開昭和11年から)、上

田きょ(昭和11年から)、日比マサ (47 昭和11

年から〉、根村ウラ、理事中島勝三 ('3 昭和

11年から)、井田ハルイ (3' 昭和 11年から}、

監事能畳千代 (3' 昭和 11年から)、評議員

川口ゃい (42 昭和 11'"から}、埠蕗はる (38

昭和 11年から〕、中島ゃい(由昭和11年から)、

顧問石倉良二(剖昭和11年から)、能畳拙太

郎 (39 昭和11年から)、車但与三怯 (5C 昭和

11年から)

霊園揖人会

顧問車田与三松 (50 昭和16年から〉、金畏

東国トメ (44 昭和16年から)、幹事石童の

ぶ(6E 昭和同年から〉、普記高橋英雄 ('0

昭和13年から)、評揖員井回ハルイ (3' 昭和

13年から)、弁回ハルイ (3' 昭和13年から)、

川口ゃい (42 昭和13年から)、連藤ハル (38

昭和13年から)、中島八重 (53 昭和同年から〉

大日本婦人会仙法志支部

支部長東田トメ(霊園婦人会分会長)、副支

部長能畳千代(国防綿入金監事)、竹村桂

(40) 、顧問東田与三位(霊園踊人会厭問、村

長)、鈴木幸三郎 (73 収入世〉、能量龍太郎(菌

防婦人会顧問}、竹村海陸 (44 仙小学校長)、

植村龍助(51 村医}、石企喜七 ('5 郵岨局長)

佐孝友七 (57 酔業主)、理事高僧英雄(霊園
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婦人金書記公吏〉、中島勝三(国防婦人会瞥記公

吏〉、川口八宣(霊園間人会評議員)、連勝ハル

(霊国婦人会、国防婦人会評議員)、伊藤信子(日

教員)、石倉のぷ(匡 i防婦人会副分会長、畳間

捕人会幹事〉、書与常磐井武敏(神主)、西田曲

三郎 (53 水産物仲買輩)、木谷精 (公吏)、

沢国末松 (40 漁揖〉、監事 中島八重(霊園婦

人会鮮議員、国防婦人会評議員)、樋村ウラ(国

防婦人会直 I)分会長、置園婦人会評議自〉、審査員

井目ハルイ(置国揖入会評議員)、中島八重、

野本タキ (39) 、長谷川キヲ (43) 、安宅キノ

(47) 中川原操 (40) ( )内世字は年令を表す。

仙桂志(マオヤニ)班長、組員

班長中島八重(監事)、訓班長遺藤ハル(理

事}、第一組畳笹原サョ、第二組長安宅キノ

〈審議員)、第三組長松本ヤツ、第四岨長面

野卜ク、第五組民竹田穂子、第六組長川口八

重(理事)、第七組長長荘川キヨ(審議員)、

第八組長日比珠江、第九組長紛リツ、第十組

長高橋トメ、第+一組長野本タキ(審議員)

。ロ)戦後の婦人会

昭和国年山陣は賢料不足であり、同19年には各

部落会の組融内に同人会、仙法志班長を婦人部長

として組入れている。昭和21年H月、由意思に基

づく全村的な仙法志婦人会が誕生したむ各部落毎

に部長、理都、班長を置く組織作りを行い、本町

会員はl凹名を越えた。昭和四年代の貰料は師い

が、他の資料から推制すると、組職、構成員は戦

前と余り宜わっていないようである。成人式、招

魂祭等の積極的な協力書加が主な活動であゥたよ

うである。岡田年代の推測される役員は次の通で

ある。初代会長中島八重〔昭和34年まで)、相代

置II会長中川原操(昭和35年会長〉。役員は三ヶ尻

蕗子、昼甚川キヨ、中島ハル、上田キヌ、佐孝ゆ

き、上木悼子等で27、 28年から 32年頃になって副

会長に三ヶ尻藤子正が入ったようである。この当

時の役員は止の通りである。

会長 中島八重(村弛町社会教育委員)、国I]会

長 中川原揖(町社会教育署員〉、三ヶ尻藤子(町

杜金融育要員)、理暗部長 B比珠江、理事佐

藤畳笑子、小林みちゑ、長谷川キヨ、井田ハルイ、

駒井ミヨ、中島ハル、佐孝よそ、上回キヌ、野本

タキ

この時代は会の遜営に問題が起きて困難を緩め



三位の交替となり、 35年より運営実行の各要員を

新しく設けて新尭足した。会長 中川原操 (4 朋

12年間)、副会長長谷川キヨ(3期 9 年間)、

日比珠江、智紀佐藤とみ、会計中川原棟、監

査上回キヌ、運営幸員中川原棟、長谷川キヨ、

上回キヌ、中島ハル、駒井ミヨ、理事佐藤とみ、

小体みちゑ、中島ハル、駒弁ミヨ.砂田草子、曲

家トョ、佐孝ゆき、実行委員、中村、ノエ、宮本ミ

り、杉田セツ、武藤ミ人上木リツ

昭和38年からは副会長砂田草子、書記笹腺礼子

理事略家トヨ、住孝菊代田包氏の名前が出てくる

中川原全長時代は周41年10月まで15年間続いた。

付組離の聾更

昭和42年に音階、{山法志両掴人会が合併し利尻

町師入団体連絡協議会が発足した。昭和47年11 月

から砂田会長体制に入ることになった。当時の記

揖によると、出稼者への慰問、成人式、浮島まつ

り、交通安全、招璃祭、敬老会、捧い羽、語家助

け合い募金、心配事相談、防犯等への協力書加が

主な活動であった。また、制尻町文化協会設立に

協力するなど幅広い活動をおこなった。学習活動

としては翠道、料理、俳句、ダンス、習字、編み

物等のサークル活動や各種研笹会への派遣書加な

ど会員の教襲、文化の向上などに野めている。

会長砂田京子(利幅連世紀)、副会長上木

樟子(利婦連会計)、松本スエ(利師連理事)、

瞥紀三減春江、会計後藤英子、監査岨軍ト

ヨ、宮本ミワ 実行署員に佐学菊代、八木タカ

国代酷員制

昭和51年11月 17呂、公民館において F仙法主婦

人会結成田周年大企j が開かれたのを躍に婦人企

は組織を改めて各地域婦人会を単位として、協議

制として代議員を設け運宮することになった。こ

れにより、本町はニつの婦人会に分かれた。

仙桂志踊人団体連結協議会

会長砂田京子、副会長土木得子、佐孝網代、

理事石倉キミ、監事八木タカ、書記正部川

純干、会計後顧華子、代議員(-)佐藤妙技、

正部川純子、代議員{二)佐孝信干、野本礼子

そして現在は次の通りになっている。

会長砂田京子(第二会長)副会長工藤良子、

沢田ひとえ、会計野本礼子(第二副会長)、監

査平安踊子(前二監査〉、代誼員(ー)茶甚み

よ(第一会長)、 if陣信子(第一副会長)、五ノ

ー 86
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泊政江(第一副会長)、代磁員(ニ)小輯アヤ(第

二金計)、中村玉枝、富道静子、理事(ー)池端

トメ、畠山ザツ、理噂(ニ〕三盃莞智子

このように協議会役員は本町役員が殆どである

本町第一は会員12名 3 班、第二は会員24名 6 班で

編成している。協調会世貝は科婦巡の役員も兼ね

てきて一人三世の革圧で運営されている。他の各

単位婦人舎は昭和田年頃から63年頃までに解散し

消崩してしまっているので、仙法志閥入団体連結

協議金は本町第一、軍ニの婦人舎で総成されてし、

るにす吉ない。

同仙法志婦人前火クラブ

これは昭和田明削、ら和IJIIむ消防署が本町婦人会

に結成の聾請をしたことに始まる。目的は掃人に

よる火毘予防普及の融底及び防火主主織の向上と火

提の初期消火の適性を図り、事事局を仙怯志分遣

所に置いている。結成発足は昭和田年 1 月四日で

あるが、会員、役員の帯条件、即ち現在までの婦

人会の経過事情を考慮し、暫定措置として、本町

第一、第二の婦人会役員をそのまま静行した。し

かし、現在は長棋を酷く地域の蝿人が加入し185

名の書加者があり、 20班構成と江っている。

会長沢田ひとえ、副会長平野0智子、工藤良

子、轡妃古川文子、監査佐藤静枝

おわりに

今号を以てマオヤニ蝉土誌を終了する予定でい

たが、 IB仙法志村の歴史そのものを、物語る部分

もあって次号で最終報告としたい。調査で調世話

になった方は次号で掲載する。
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